
新たな都立公園の整備と管理のあり方について（諮問）
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「新たな都立公園の整備と管理のあり方について」諮問の趣旨

〇 都は、10年先を見据えた都立公園における整備・管理運営の指針として「パークマネジメントマ

スタープラン（平成27年3月）」を策定し、様々な取組を進めているが、令和6年度の計画期間の終

了にあわせて改定を予定している。

〇 今般、公園を取り巻く社会状況は、新型コロナウイルス感染症との共存や多様性と包摂性に富む

持続可能な社会等の構築が求められると共に、気候変動や社会経済活動に伴う自然環境の変化、災

害の激甚化、少子・高齢化の進展、東京2020大会レガシーの継承、ＤＸの推進など、これまでにな

い大きな変化が生じており、令和５年には都市公園制度及び都立公園開園150周年を迎える。

○ そこで、これからの都立公園が目指すべき姿や果たすべき役割等を明らかにするとともに、新た

な公園像の実現に向けた整備と管理のあり方について検討する必要がある。
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２．都立公園を取り巻く社会状況

４．これまでの都立公園の取組と成果

３．都政モニターアンケート

５．検討の視点（例）

１．東京都の総合計画（「未来の東京」戦略）

新たな都立公園の整備と管理のあり方について
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１．東京都の総合計画（「未来の東京」戦略）

【2040年代に目指す「未来の東京」の姿】

明るい未来の東京を切り拓くための都政の新たな羅針盤となる「『未来の東京』戦略」を令和３年（2021年）３月
に策定した。
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１．東京都の総合計画（「未来の東京」戦略）

【「未来の東京」の姿の実現に向け、2030年に向けて取り組むべき戦略】
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○都市公園法改正（2017年６月施行）

新しい制度

・公募設置管理制度（Park-PFI)の創設

・保育所等社会福祉施設の占用物件への追加

（特区の全国措置化）

・公園の活性化に関する協議会の設置 等

○新型コロナ危機を契機としたまちづくりの方向性（2020年８月）

①ストック効果をより高める
今ある公園をどう活かすかという視点で、都市公園を活性化

②民間との連携を加速する
民間のビジネスチャンスの拡大と都市公園の魅力向上の両立

③都市公園を一層柔軟に使いこなす
画一的な整備・管理をやめ、柔軟な発想で公園の個性を引き出す

出典：新型コロナ危機を契機とした
まちづくりの方向性（論点整理） 概要

（国土交通省 2020年）

【論点３】「オープンスペースの今後のあり方と新しい政策の方向性」

国の施策の動向

２．都立公園を取り巻く社会状況

新しいステージで重視すべき３つの観点
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○都市公園の柔軟な管理運営のあり方に関する検討会提言（2022 年10月）

出典：都市公園の柔軟な管理運営のあり方に関する検討会提言（概要）
（国土交通省 2022年）

２．都立公園を取り巻く社会状況
国の施策の動向
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２．都立公園を取り巻く社会状況

■ みどりの状況

■ 自然環境と生物多様性

■ 気象状況の変化

■ 風水害による影響

■ 地震による影響

■ 歴史文化・観光

■ 都民の人口構成

■ 健康維持と運動の習慣

■ コミュニティの醸成・居場所づくり

■ 「新しい日常」への対応
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２．都立公園を取り巻く社会状況

■ みどりの状況

東京のみどり率※推移

世界主要都市の1人あたりの公園面積

※みどり率：緑が地表を覆う部分に公園区域・水面
を加えた面積が、地域全体に占める割合

全体

樹林地・原野・草地

公園・緑地

農地

出典：みどり率調査の結果（東京都 2018年）を基に作成

(%)

現状と課題
○東京のみどりは減少傾向にあり、樹林地や農地の減少が顕著
○公園は増えているが、世界の大都市に比べて少ない状況

今後の展開（例）
○あらゆる機会を通じて緑の量的な底上げと質の向上が必要
○公園の計画的な整備推進が必要
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出典：都市公園等整備の現況等
（国土交通省 2020年）を基に作成

都市計画公園・緑地の供用面積・未供用面積

出典：都市計画公園・緑地の整備方針（東京都 2020年）

(㎡/人)



２．都立公園を取り巻く社会状況

■ 自然環境と生物多様性

生物多様性保全活動への取組状況

出典：生物多様性に関する世論調査（内閣府 2022年）を基に作成

東京の地形区分と自然環境

野山北・六道山公園

葛西臨海公園

生産や流通で使用するエネルギーを抑える
ため、地元で採れた旬の食材を味わう

エコラベルなどが付いた環境に優しい商品
を選んで買う

野外活動への参加や、動物園や植物園に行
くことを通じて、自然や生物について学ぶ

自然の素晴らしさや季節の移ろいに対する
感動を、写真や絵などで伝える

清掃活動や外来生物の駆除などの活動に
参加する

生物多様性についての環境教育・学習セミ
ナーなどに参加する

そ の 他

取り組みたい行動はあるが、行動に移せて
はいない

取 り 組 み た い と は 思 わ な い

無 回 答

小宮公園

井の頭恩賜公園

現状と課題
○山地から低地、島嶼まで多様な生態系が存在し、様々な課題に直面
○生物多様性に対する理解や認識は不十分

今後の展開（例）
○生物多様性の保全と持続可能な利用の推進が必要
○生物多様性の価値の普及と行動変容が必要
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出典：IPCC「IPCC第６次評価報告書第１作業部会報告書」を基に作成
「未来の東京」の実現に向けた重点政策方針2022 （東京都 2022年）

２．都立公園を取り巻く社会状況

■ 気象状況の変化

将来の世界平均気温上昇予測

関東地方におけるヒートアイランド現象

東京の年間平均気温と猛暑日・熱帯夜日数

出典：ヒートアイランド監視報告（気象庁 2017年）
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出典：東京の平均気温（気象庁 2021年）
大都市における熱帯夜日数の長期変化傾向（気象庁 2021年）
大都市における猛暑日日数の長期変化傾向（気象庁 2021年）

2017 年8 月の5 時（夜間）の都市化の
影響による平均気温の変化（℃）の分布

公園緑地がもつ冷涼機能

出典：皇居・皇居外苑のクールアイランド効果の観測結果
について（お知らせ）（環境省 2008年）

平
均
気
温℃

日
数

現状と課題
○温室効果ガスの増加に伴い、世界の平均気温は上昇と予測
○都市化によるヒートアイランド現象が進行

今後の展開（例）
○緑化によるCO2吸収源対策や再生可能エネルギー利用の促進が必要
○クールアイランドを形成する、まとまった緑の創出が必要
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２．都立公園を取り巻く社会状況

■ 風水害による影響

東京の豪雨発生日数

出典：大都市における日降水量50㎜以上の長期変化傾向（気象庁 2021）

出典：浸水予想区域図（東京都 2021）を基に作成

都市における内水氾濫※

出典：下水道浸水対策計画2022（東京都 2022）

※内水氾濫：大量の雨水が下水道に
流入し下水道の能力を
超えて発生する氾濫

想定最大規模降雨（1 時間最大雨量 153mm、総雨量 690mm）を想定

浸水予想

篠崎公園

現状と課題
○集中豪雨の頻発や台風の大型化により、浸水被害の甚大化が予測
○がけ崩れ等の土砂災害や倒木等の強風被害が頻発

今後の展開（例）
○雨水貯留浸透機能の向上や、浸水に対する防災機能の強化が必要
○法面保護や樹木の健全育成など、風水害に対する安全性向上が必要
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２．都立公園を取り巻く社会状況

■ 地震による影響

現状と課題
○東京で大規模地震が発生すると、甚大な被害の発生が想定
○一人ひとりの備えや地域での取組等は横ばいか低下の傾向

今後の展開（例）
○避難場所や活動拠点の拡充と機能向上が必要
○自助、共助の取組推進に向け、一層の普及啓発が必要

東京における被害想定（都心南部直下地震）

都心南部直下地震（M7.3）の震度分布
焼失棟数分布

出典：首都直下地震等による東京の被害想定報告書（東京都 2022年）

出典：東京都防災プラン進捗レポート（東京都 2022年）

（単位：%）

地域の防災訓練に参加したことのある人の割合避難所又は避難場所を知っている人の割合

出典：東京都防災プラン進捗レポート（東京都 2022年） 13



２．都立公園を取り巻く社会状況

■ 歴史文化・観光

現状と課題
○国外における海外旅行意向は高く、東京に強い関心
○自然や文化・暮らしの体験への志向の高まり

今後の展開（例）
○あらゆる旅行者が快適に滞在できる受入環境の整備が必要
○東京ならではの観光資源の磨き上げが必要
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出典：東京都観光客数等実態調査（東京都 2020年）を基に作成

六義園

訪都外国人旅行者が考える東京の魅力

出典：平成 31 年・令和元年国・地域別外国人旅行者行動特性調査報告書（東京都 2020年）を基に作成

世界で最も魅力的な都市のランキング（Readers’ Choice Awards 2021)

訪都旅行者数

出典：PRIME 観光都市・東京東京都観光産業振興実行プラン（東京都 2022年） 14
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２．都立公園を取り巻く社会状況

■ 都民の人口構成

東京都の年齢階級別人口の推計

出典：「東京都昼間人口の予測」（令和２年３月）（東京都総務局）、「国勢調
査」（総務省）、等より作成 「未来の東京」戦略附属資料（東京都 2021年）

備考：１．2045年以降は、東京都政策企画局による推計
２．四捨五入や、実績値には年齢不詳を含むことにより、内訳の合計が総

数と一致しない場合がある。

出典：令和４年版厚生労働白書
（厚生労働省 2022年）

平均寿命と健康寿命

出典：総務局「外国人人口」を基に作成
「未来の東京」戦略（東京都 2021年）

現状と課題
○少子高齢化が進み、外国人人口は増加し国籍も多様化
○2020大会を契機に共生社会の実感が進展

今後の展開（例）
○高齢者が元気で心豊かに過ごせ、子供の笑顔を育む取組が必要
○ＵＤに配慮した施設整備と心のバリアフリーの推進が必要

※1989年のデータでは、中国と台湾、韓国
と朝鮮はそれぞれまとめて計上されている

41.3%
33.2%

32.2%
32.0%

30.1%
12.9%

10.1%
1.0%

34.0%

障害者への理解促進
パラスポーツの普及促進

パラアスリートの認知度の向上
共生社会への理解促進

街のバリアフリー化の促進
障害者の雇用の増加

開催都市東京の国内外へのPR
その他

わからない

東京2020パラリンピックによって得られた効果

出典：東京2020パラリンピック競技大会後の都民意識調査結果（東京都 2022年）を基に作成

東京都の在住外国人数と国籍構成の変化

中国 219,636 

台湾 18,675 

韓国 87,590 

朝鮮 4,777 

ベトナム 36,636 

ネパール 24,572 

フィリピン33,214 

米国 18,173 

インド 13,378 

ミャンマー 9,345 

タイ 7,666 

その他 72,774 

2021
総数

546,436人
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％

２．都立公園を取り巻く社会状況

■ 健康維持と運動の習慣

現状と課題
○スポーツに親しむ人は増加傾向
○ウォーキングやランニングなど気軽に取り組みやすい運動が中心

今後の展開（例）
○誰もが気軽に体を動かすことができる環境の提供が必要
○健康増進につながるイベントやプログラムの充実が必要

運動・スポーツの実施場所

出典：スポーツの実施状況等に関する世論調査（スポ―ツ庁 2022年）を基に作成
84.3

10.2

4.3

2.1

1.7

1.6

1.6

1.3

1.1

1.0

0 20 40 60 80 100

ウォーキング

ランニング・マラソン・駅伝

自転車・サイクリング

階段昇降

体操

キャッチボール

野球・ソフトボール

サッカー

バドミントン

トレーニング

％

公園で行っている運動・スポーツ

出典：スポーツの実施状況等に関する世論調査（スポ―ツ庁 2022年）

１日に歩く歩数と予防に効果がある病気

出典：スポーツ庁HP

※平成30年は調査方法が異なるため留意が必要
出典：都民のスポーツ活動に関する実態調査（東京都 2022年）

運動・スポーツ実施率
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%

■ コミュニティの醸成・居場所づくり

現状と課題
○日常生活における地域や社会、人とのつながりが悪化
○放課後の居場所等、心地よく過ごせる居場所が不足

今後の展開（例）
○地域・社会など、家族以外の人とのつながりを生み出すことが必要
○誰もが気軽に立ち寄り、他者と交流できる場が必要

コロナ禍における日常生活の変化

出典：人々のつながりに関する基礎調査（内閣官房 2022年）

一般世帯の家族類型別構成比

出典：令和２年度国勢調査人口等基本修景結果概要（東京都 2022年）

子供シンポジウム「ティーンズ・アクションTOKYO 2021」提案

＜提案＞
〇既に存在する空間（公園や神社、お寺、教会など）を
放課後の居場所に活用できないか

〇公園や神社、お寺、教会を活用するには、「安心安全
に過ごせる建物があること」、「Wi-Fi環境が整備され
ていること」、「お寺や神社、教会に対するイメージ
を変えること」が必要

〇東京都のサポートがあれば、中高生は今よりも良い
「放課後の居場所」を見つけられるのではないか

2021年11月に開催された
こどもシンポジウム

２．都立公園を取り巻く社会状況
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２．都立公園を取り巻く社会状況

■ 「新しい日常」への対応

現状と課題
○ワークライフバランスへの意識が生活重視に変化
○身近な屋外空間へのニーズが高まり、多様化

今後の展開（例）
○居心地の良い、身近な屋外空間の充実が必要
○多様なニーズに柔軟に対応できる空間づくりが必要

公園利用者の比較

出典：新型コロナ危機を契機としたまちづくりの方向性（国土交通省 2020年）

３月の公園利用者の比較（狭山公園、武蔵国分寺公園、野川公園の平均）

コロナの感染拡大に伴う自然環境に関する意識の変化

出典：令和2年度インターネット都政モニターアンケート「生物多様性について」（東京都 2020年）を基に作成

ワークライフバランスへの意識変化

出典：新型コロナウイルス感染症の影響下における生活意識・行動の変化
に関する調査（内閣府 2020年）
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３．都政モニターアンケート

令和４年度第１回インターネット都政モニターアンケート

○テーマ：都立公園及び霊園について

○設問数：全22問…うち、都立公園について（11問）・都立公園の利用目的 ・都立公園に期待する役割 等

○期 間：令和４年６月22日～６月28日

○方 法：インターネットを通じ、モニターがアンケート専用ホームページから回答を入力

○回答数：495人 / 都政モニター500人

【都立公園の利用頻度】 年代別状況

週に1～3回程度

10%

月に1～2回程度

28%

2～3か月に1回程度

25%

年に1～2回程度

26%

行くことはない

9% 0.0

1.5

3.8

0.0

2.4

1.3

4.6

12.5 

6.1 

6.3 

12.0 

5.9 

16.9 

8.0 

62.5

18.2

33.8

29.3

24.7

29.9

28.7

12.5

25.8

25.0

30.4

20.0

28.6

23.0

12.5

36.4

20.0

22.8

32.9

18.2

29.9

0.0

12.1

11.3

5.4

14.1

5.2

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18・19歳

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

月１～２回 年１～２回ほぼ毎日 週１～3回 ２～３月に１回 行かない

ほぼ毎日
２％

19

(n=8)

(n=66)

(n=80)

(n=92)

(n=85)

(n=77)

(n=87)



74.3

51.3

50.2

36.9

29.4

21.2

15.0

11.9

8.8

4.0

3.3

2.4

2.9

0 20 40 60 80

公園内の散策

季節の花・鳥などの、動植物の鑑賞

一休みするなど、のんびり過ごす

公園内にある文化施設（動物園、植物園、庭園、美術館等）の利用

子供や家族、友人などと遊ぶ

公園内の飲食店の利用や持参しての飲食

公園で開催されているイベントへの参加

写真撮影や絵を描くなど、趣味の時間を過ごす

ジョギングやラジオ体操などの軽い運動

公園内にある運動施設（サッカー場やテニスコート等）の利用

ペットの散歩やドッグランの利用

勉強やリモートワーク

その他

(いくつでも選択、n=495)

71.6

58.9

34.8

34.1

27.7

20.0

18.6

7.6

2.1

9.5

0 20 40 60 80

散歩・散策をする

季節ごとの自然を楽しむ

休憩など、のんびり過ごす

お花見をする

公園内で行われている催し物に参加する

子供を遊ばせる

公園内の由緒ある建造物や史跡を見る

ジョギング、テニスなどのスポーツをする

バードウォッチングをする

その他 (いくつでも選択、n=419)

70.3

46.1

44.4

30.9

27.3

19.8

15.6

12.1

12.1

3.0

0 20 40 60 80

緑あふれる景観の創出

多様な生き物が生息・生育できる環境の保全

地震や水害などの災害に備えた、避難場所など防災の拠点

気候変動をやわらげ、街に涼しさをもたらすこと

子供たちの健やかな成長の場

健康づくりやスポーツ、様々なレクリエーションを楽しむ場

東京の歴史や文化を伝える場

人々が集まり、交流が生まれる憩いの場

魅力的な空間として、にぎわいを生み出すこと

その他

(３つまで選択、n=495)

65.5

53.8

27.3

19.5

16.6

3.3

7.2

0.6

0 20 40 60 80

四季折々の花や紅葉などが楽しめる公園

静かでのんびり過ごせる公園

野鳥や昆虫などが見られる、生き物が豊かな公園

いろいろなアウトドアスポーツや…

催し物や文化芸術活動などで、にぎわいのある公園

観覧車やアトラクションなどが楽しめる公園

その他

特に望むものはない (２つまで選択、n=487)

【都立公園を利用する目的】

３．都政モニターアンケート

※「望ましい公園像」として質問

いろいろなアウトドアスポーツや
バーベキューなどが楽しめる公園

【都立公園に期待する役割】

令和４年度調査 平成14年度調査

令和４年度調査 平成14年度調査

公園利用の主な目的は
散策や季節の自然を楽しみ、
のんびり過ごすことで、
20年前と同じ

重要視されているのは、
「緑」「生き物」「防災」
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パークマネジメントマスタープランの基本理念と実現のためのプロジェクト

パークマネジメントとは、東京が目指す公園づくりの基本理念と目標を達成するため、誰からも分かりやすい目標設定、

多角的な視点による事業展開、結果の評価による継続的な改善を行っていくことである。

東京都では、平成16年８月にパークマネジメントマスタープランを策定し、公園づくりの基本理念と目標、その実現のた

めのプロジェクトを提示し、その後、平成27年３月に改訂している。

パークマネジメントマスタープランとは

都市の魅力を高める公園

国際的な観光拠点となる公園づくりプロジェクト

庭園・植物園・動物園での「おもてなし」プロジェクト

公園の多機能利用と民間の活力導入促進プロジェクト

防災公園機能強化プロジェクト

都立公園の安全・快適プロジェクト
高度防災都市を支える公園

水と緑の骨格軸形成プロジェクト

都立公園の生物多様性向上プロジェクト

自然とのふれあいプロジェクト

生命を育む環境を次世代に継承する公園

都立公園の魅力向上プロジェクト

パートナーシップ推進プロジェクト
豊かな生活の核となる公園

４．これまでの都立公園の取組と成果
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基本理念１．都市の魅力を高める公園 取組事例

４．これまでの都立公園の取組と成果

１．国際的な観光拠点となる公園づくりプロジェクト

今後の展開（例）

○歴史や文化を踏まえた整備やバリアフリー化など公園の特性や快適

性を向上させる取組を引続き推進することが必要

○成功した東京2020大会のレガシーを次世代に継承、発展させるこ

とが必要

【歴史と文化を伝える公園の再整備】

・上野恩賜公園では、日本の顔となる「文化の森」の創造を目指し、

広場や園路、噴水等の再生整備を実施

・日比谷公園では、歴史の中で積層した魅力に磨きをかけながら、

多様なニーズに応える新しい公園像を目指し、再生整備計画を策定

【東京2020大会開催に向けた公園の整備】

・東京2020大会の会場等である夢の島公園等

５公園において、競技施設の整備や

サインの多言語化等を実施

【誰もが利用しやすい公園づくり】

・約７割のトイレを洋式化し、段差解消等バリアフリー化を推進

・障がいの有無に関わらず遊べる、ユニバーサルデザインの視点による

遊具広場等の整備を推進

竹の台広場（上野公園） 日比谷公園再生整備計画

アーチェリー場（夢の島公園）

段差解消の状況 だれもが遊べる遊具広場（砧公園）
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４．これまでの都立公園の取組と成果

３．公園の多機能利用と民間の活力導入促進プロジェクト

今後の展開（例）

○官民連携の実施等により、柔軟な公園の活用や管理運営を進めるこ

とが必要

２．庭園・植物園・動物園での「おもてなし」プロジェクト

今後の展開（例）

○文化財の保全や再生の取組を継続するとともに、国内外からの来園

者に魅力を発信し、東京の文化を次世代に継承することが必要

【文化財庭園の保全・再生】

・浜離宮恩賜庭園の鷹のお茶屋や小石川後楽園の唐門等を復元

【「おもてなし」プログラムの提供】

・「大茶会」、「船上雅楽」等の庭園の魅力を高めるイベントを開催

・ドローン撮影した動画等を活用し魅力を発信

【民間のノウハウ等を活かした施設づくり】

・明治公園と代々木公園においてPark-PFI制度による公園整備に着手

・浮間公園等４公園では、官民連携によるカフェ等を設置

【指定管理者制度の運用改善等によるサービス向上】

・公募選定において、効果的な管理運営の推進のため、公園のグループ

編成を適宜見直し、コロナ禍による変化への対応などを要件に追加

基本理念１．都市の魅力を高める公園 取組事例

公園に設置されたカフェ（浮間公園）
唐門（小石川後楽園）鷹のお茶屋（浜離宮恩賜庭園）

Park-PFI制度による
整備イメージ（代々木公園）
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【安全・安心な公園とするための取組】

・施設改修や適切な維持管理により、利用者満足度は向上

【防災公園の整備】

・非常用発電設備やソーラー照明灯、デジタルサイネージ等の整備を

進め、防災拠点として機能強化（27公園整備完了、22公園整備中）

・篠崎公園において、スーパー堤防整備や土地区画整理事業と連携し、

高台まちづくりを推進

基本理念２．高度防災都市を支える公園 取組事例

４．これまでの都立公園の取組と成果

４．防災公園機能強化プロジェクト

今後の展開（例）

○首都直下地震等による甚大な被害が想定されており、防災機能の

強化に継続して取り組むことが必要

○豪雨など激甚化する気象災害への備えにも対応することが必要

５．都立公園の安全・快適プロジェクト

今後の展開（例）

○安全で快適に利用できるよう、公園施設等の良好な維持管理を

継続することが必要

【公園施設の適切な点検と維持・更新】

・平成26年度に都立公園施設長寿命化計画を策定し、トイレや遊具、

橋梁等の施設改修を計画的に実施

非常用発電機 ソーラー照明灯

平成25年度 令和３年度

4.4

平成18年度

4.63.9
※各公園での利用者満足度調査

（5段階）の平均値

デジタルサイネージ

安全・安心に関する利用者満足度の推移
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【生物生息・生育空間の整備と管理】

・多様な生物が生息する都市公園づくり事業を21公園で展開し、

環境整備やモニタリング、管理等の取組を実施

・

基本理念３．生命を育む環境を次世代に継承する公園 取組事例

４．これまでの都立公園の取組と成果

６．水と緑の骨格軸形成プロジェクト

７．都立公園の生物多様性向上プロジェクト

今後の展開（例）

○東京の緑の骨格となる都立公園を更に拡張することが必要

今後の展開（例）

○生物多様性の確保に向けて、都立公園における多様な自然環境を

創出することや良好な管理を行うことが必要

【骨格軸の拠点となる公園の形成】

・令和２年度に83箇所目となる

高井戸公園を新規開園するなど、

現在約2,050haを開園

【自然体験活動、環境教育の拠点としての公園等の活用】

・ボランティア等との協働により、自然観察会やワークショップ等の

自然体験型プログラムを開催

今後の展開（例）

○里山の雑木林など手入れを要する自然環境について、都民協働等

による適切な維持管理を行うとともに、環境学習の場として活用

することが必要

○近年拡大するナラ枯れへの対応に取り組むことが必要

【自然とのふれあいの場としての丘陵地の公園緑地づくり】

・ボランティア等との協働による雑木林の更新作業や下草刈等を実施

８．自然とのふれあいプロジェクト

ボランティアによる下草刈り（東大和公園）自然体験プログラム（狭山公園）

1,961 

2,007 

2,030 
2,038 2,050 

1,900

1,920

1,940
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1,980

2,000

2,020

2,040

2,060

2011 2014 2017 2020 2022

都立公園面積の推移(ha)
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【都立公園の魅力発掘・創出】

・大規模花壇づくりやライトアップ等により魅力的な景観を創出

４．これまでの都立公園の取組と成果

基本理念４．豊かな生活の核となる公園 取組事例

９．都立公園の魅力向上プロジェクト

今後の展開（例）

○子供の心身の育成や幅広い世代の健康づくりの場となるとともに、

来園者の心に残る新しい公園の魅力発信に取り組むことが必要

今後の展開（例）

○デジタル技術を活用した魅力ある効果的な情報発信を行うととも

に、地域住民等と連携した管理運営に取り組むことが必要

10．パートナーシップ推進プロジェクト

【公園情報の受発信機能の強化】

・ホームページやSNS、動画サイト、スマートフォン向けアプリ等、

様々な媒体による情報発信を実施

【都民、NPO、企業等との連携による公園づくりの推進】

・ボランティア団体や地域住民等の多様な主体と連携し、地域での

子供の見守りや花壇づくり等、様々な取組を実施

地域住民による子供たちの
見守り活動（砧公園）

地域の企業、市民団体、公園管理者が
連携した花壇づくり（浮間公園）

【子供の育成、多世代交流の場となる公園】

・遊具等の整備や子供向けイベントを開催、

地元自治体や図書館と連携した子育て支援や

多世代交流等、幅広い取組を実施

アーチェリー体験イベント（夢の島公園）

のびのび親子館（武蔵野の森公園）

【スポーツによる健康づくりの場となる公園】

・東京2020大会を契機とし、気軽に

スポーツに親しむイベントを開催
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５．検討の視点（例）

多様な人が共に支えあう社会を目指し、バリア
フリー化とともに、障がいの有無に関わらず遊び
楽しめる公園づくりを推進する。

インクルーシブな公園づくり

気候変動により気象災害が激甚化している。公
園の雨水浸透等の減災機能を発揮させるとともに、
浸水時への対応を推進する。

風水害対策

ライフステージや個々のニーズに合わせて利用
され、交流できる居場所や気軽な運動などの場と
なり、心身の健康づくりに寄与する。

都民のウェルビーイング向上
多様な主体との連携
デジタル技術の活用

SDGs

「未来の東京」を
支える都立公園

動植物の生息・生育環境が減少し、絶滅のリスクが高まってい
る。丘陵地や台地、低地、水辺等多様な自然基盤に立地する都立
公園のポテンシャルを良好な維持管理により、一層発揮させる。

生物多様性保全

江戸から続く文化財庭園や開園150年を迎える
上野恩賜公園など、東京の歴史や文化を伝える公
園を守り、再生し、東京の魅力を発信する。

歴史と文化の継承、発信

防災対策が進み、被害想定は減少したものの、未だ甚大な被害
が想定される。オープンスペースの確保や防災施設の拡充によ
り、避難場所や救出救助の活動拠点としての機能を一層高める。

地震対策

コロナと共存する生活の定着に向けて、公園が
都民に安心して快適に利用できる身近な空間を提
供するとともに、キャッシュレス等利用ニーズの
変化に対応する。

「新しい日常」への対応

人と環境にやさしい、歩いて暮らせるまちの実現を目指し、に
ぎわいや憩いの空間として快適に利用できるよう、官民連携を図
りながら多面的活用を推進する。

人中心の歩きやすいまちづくり

未来を担う子供を大切にするため、子供が健やかに育ち、安心
して子育てができる公園づくりを推進する。

子供を育てる場

東京の緑が減少する中、都立
公園が果たす役割は大きくなっ
ている。グリーンインフラとし
ての多様な機能を発揮させる。

気温の上昇傾向に収束が見えない状況である。
樹木のCO2吸収機能の効果的な発現や再生可能エ
ネルギーの活用等により、カーボンニュートラル
社会の実現に貢献する。

地球温暖化・ヒートアイランド現象対策
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東京都公園審議会の検討スケジュールについて

諮問 審議 審議 審議 中間のまとめ
都民意見の募集
(パブリックコメント)

答申

〇第１回
(令和４年11月25日)

〇第２回
(令和５年１月頃)

〇第３回
(令和５年２月頃)

〇第４回
(令和５年３月頃)

〇第５回
(令和５年６月頃)(令和５年４月頃)

(中間のまとめ(案))
「新たな都立公園の整備と
管理のあり方について」
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